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○議長（茅沼隆文） 

 次に日程第３ 認定第３号 決算認定について（下水道事業特別会計）の細部説明

を担当課長に求めます。 

 上下水道課長。 

○上下水道課長（熊澤勝己） 

 では、議案書を読みあげます。認定第３号 決算認定について。 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２９年度開成町下水道事業特別会

計歳入歳出決算は、別冊のとおりにつき、監査委員の意見をつけて認定を求めます。 

 平成３０年９月４日提出、開成町長府川裕一。 

 別冊の開成町歳入歳出決算書の１９７ページをお願いします。 

 下水道事業特別会計歳入歳出決算総額、歳入、歳入予算現額５億７，５１９万２，

０００円、歳入決算額５億８，９２８万４，２２０円。歳出、歳出予算現額５億７，

５１９万２，０００円。歳出決算額５億６，６４４万８，５５５円、歳入歳出差引額

２，２８３万５，６６５円、内金繰入額ゼロ円。 

 平成３０年９月４日提出、神奈川県足柄上郡開成町長、府川裕一。 

 次のページをお願いします。歳入です。１款分担金及び負担金から７款町債まで、

歳入合計、予算現額５億７，５１９万２，０００円、調定額５億９，３８５万６，６

１７円、歳入済額５億８，９２８万４，２２０円、不納欠損額４万５，８６４円、不

納欠損額の内訳につきましては所在不明者２１名３９期分を５年経過し、時効となっ

たため、処分をさせていただきました。 

 歳入未済額４５２万６，５３３円、予算現額と収入済額との比較は１，４０９万２，

２２０円になります。 

 次のページをお願いします。歳出です。１款総務費から５款予備費まで、歳出合計

予算現額５億７，５１９万２，０００円、支出済額５億６，６４４万８，５５６円、

翌年度繰越額ゼロ円、扶養額８７４万３，４４５円、予算現額と支出済額との比較は

８７４万３，４４５円になります。歳入歳出差引額は２，２８３万５，６６５円とな

ります。 

 決算書の３４２、３４３ページをお開きください。３４０ページをご覧ください。

界下水道事業の概要が記載しております。表中段の整備面積の欄をご覧ください。平

成２９年度の整備面積は１．６ヘクタールになります。平成２９年度末の整備区域面

積は２４８．３ヘクタールとなりました。事業認可区域面積３０１．４ヘクタールの

うち、整備率は８２．４％になります。 

 下の表に平成２９年度の下水道管渠布設延長が記載されておりますのでご覧くだ

さい。 

 続きまして、説明資料によって説明をさせていただきます。９０ページ、９１ペー

ジをお開きください。歳入です。分担金及び負担金の下水道事業受益者負担金です。

現年度分は調停件数７８件、収納件数７８件で、収納率は１００％となりました。平

成２９年度は開成幼稚園等の受益者負担金が納付されたため、前年度より１２５万３，
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０００円の増額となりました。 

 滞納繰越分は調停件数５０件に対し、収納件数が２減となります。 

 使用料及び手数料です。下水道使用料の現年度分は、前年度より９０１万７，００

０円３．７％の減です。調停件数３万１，８３６件、収納件数３万１，５４７件、収

納率は９９．６％です。滞納繰越分は、調停件数６０８件に対し、収納ケース２４５

件、未納件数３９７件、不納欠損処分は３９件です。収納率は２３．１％となります。

下水道手数料です。ここで申しわけありません。ちょっと修正をお願いします。説明

書欄の中の「宅地内排水設備工事指定工事店登録に」、というところの「に」が二つ

続いております。一つ目を消していただきたいと思います。こちらの下の段のところ

の「責任技術者登録に」というところも、やはり同じようにが二つ「に」があります

ので、ちょっと「に」の１文字を削除お願いいたします。申しわけありませんでした。 

 説明を再開します。手数料の指定工事店指定等手数料は、宅地内排水設備工事店登

録に係る手数料です。前年度より１万円の減です。内訳は記載のとおりです。 

 責任技術者登録手数料は、宅地内排水設備工事責任技術者登録に関わる手数料です。

前年度より１万３，０００円の増額となりました。内訳は記載のとおりです。 

 諸証明等手数料は、各種諸証明に係る手数料で、平成２９年度は２１２件分となり

ます。国庫支出金、下水道事業費国庫補助金は、公共下水道事業費補助金として３，

７００万円です。社会資本整備総合交付金国庫補助対象事業費７，４００万円の２分

の１の補助です。繰入金一般会計繰入金は１億８，６２７万６，０００円です。前年

度に比べ、１，１４６万４，０００円の減となりました。 

 繰越金、前年度繰越金は２，７７１万６，２３６円です。 

 諸収入、雑入、県広域水道事業団分担金は酒匂川の水質を良好な状態に保つため、

３市４町の下水道建設工事の一部として交付されたものです。前年度より６万８，０

００円の減となります。流域下水道事業建設費負担金精算金は、小田原市の一部と松

田町及び箱根町が酒匂川流域下水道に加入したことにより、加入以前の２市５町に対

する清算金です。 

 町債、下水道事業債は、公共下水道事業債が地方公共団体金融機構から１件、３，

９７０万円の借り入れ行いました。 

 流域下水道事業債は、地方公共団体金融機構から２件、通常分１９０万円と臨時措

置分１３０万円の借り入れを行いました。特別措置分は、さがみ信用金庫の１件で、

４，０００万円の借り入れを行いました。 

 公営企業会計適用債は、横浜銀行の１件で、６７０万円です。町債合計として５件、

８，９６０万円の借り入れを行いました。 

 続きまして、９２、９３ページをお願いします。歳出です。総務費、下水道総務費、

一般管理費は、下水道運営審議会を３回開催しました。また、平成３１年度より開始

される、公営企業会計導入ための公営企業会計移行業務委託、また、下水道台帳シス

テム更新などの経費です。施設管理費は汚水流入量の多い特定事業所４カ所の水質検

査、流量計の保守点検、管路点検などの業務委託を実施いたしました。また、下水道
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施設の維持管理は、舗装工事に伴う人工蓋調整工事、マンホール周辺の舗装工事等を

行いました。前年度より３５万３，０００円の減となります。 

 事業費、下水道事業費、公共下水道事業費は、下水道認可区域内で５件の管渠布設

工事と２件の舗装工事を実施しました。前年度より１３８万８，０００円の減となり

ます。 

 流域下水道費、酒匂川流域下水道建設費負担金については、箱根町が加わった３市

７町による建設費負担金です。前年度に比べ、１３３万２，０００円の減となります。

汚水量の流入量に応じて負担する維持管理負担金は、３市６町による負担金で、平成

２９年度の計画汚水量と平成２７年度分の実質を汚水量の水量の生産分の汚水処理

費となります。維持管理負担金は昨年度に比べ、３４万４，０００円の増となりまし

た。流域負担金全体では、前年に比べ、９８万８，０００円、済みません。こちら説

明書では「増」と書いてありましたけれども、済みません。「減」に修正をお願いし

ます。９８万８，０００円の「増」と書いてあるところを、９８万８，０００円の「減」

ということで修正をお願いいたします。申しわけありませんでした。 

 公債費は、平成２９年、済みません。後ろも、「プラス０．８」を「マイナス０．

８」の修正でお願いします。 

 説明を再開させていただきます。公債費は、平成２９年度当初、１２２件の下水道

事業債２６億２，３０１万３，０００円に対する元金返済を行いました。前年度より

５３６万２，０００円の減となります。また、同じく下水道事業債の利子返済を行い、

前年度より６６３万４，０００円の減となりました。平成２９年度の下水道事業債残

高は２４億６，６３６万４，６７０円となります。これらは決算書の３６６ページか

ら３８３ページに記載されております。 

 また、説明書の終わりに、資料３として、下水道の工事箇所図を添付しております

ので、後ほどご覧ください。 

 恐れ入りますが、決算書の２１２ページをお開きください。実質収支に関する調書

です。１、歳入総額５億８，９２８万４，０００円、２、歳出総額、５億６，６４４

万９，０００円、３、歳入歳出差引額２，２８３万５，０００円、４、翌年度へ繰り

越すべき財源はゼロ円です。５、実質収支は２，２８３万５，０００円です。６、実

質収支のうち地方自治法第２３３条の２の規定による金繰入額はゼロ円です。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（茅沼隆文） 

 以上で認定第３号 決算認定について（下水道事業特別会計）の細部説明を終了い

たします。 

  

 


